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コンピュータ利用と技術の動向
Trendsin Computer Utilization and TechnologleS

第3世代で顕芋になったオンライン指向は.第3.5･t叶代になってますます強まっ

てきた｡いま一つ顕常な動向はデータベ【ス指向であり,この二つが合わさったオ

ンライン デ=一夕ベ【スは第3.5世代の大きな特徴となろう｡

HITAC8000シりMズのソフトウェアは,これらの車畑]を支持してきたが,Mシ

リMズのソフトウェアVO Sでもその経験をもとにして,イ言相性を含めたオンライ

ン/デ【タベースの機能を更に増強Lている｡一一般に機能の増強によってソフトウェ

アのオーバヘッドが増大するため,Mシり∽ズ ハードウエアではこれを補って余り

あるパフォーマンスのけ1J上が必要になったく〕またオンライン指向ということから,

信頼性に関して部品向だけではなく,ソフトウェアを含めた方式面での改良を行な

った｡

口 緒 言

コンピュータの利用は可斗学技術ま汁策に始まり,いわゆる第

2世代で事務データ処理に拡大し急速に普及した｡当初は一

括処玉里が主であったが,第3世代に七ってしだいにオンライ

ン,特にオンライン実時目1j処理の比再が増大してきた｡この

傾向は第3.51杜代に入って更に強まっている｡

第3世代以降顕著になったいま一つの動向として,多目的

多柿の′防報をデータベースとして統(ナし-･捕管理することが

あり,これらの二つが重なりあったオンライン データベース

システムが第3.5世代の大きな特徴になると考えられる｡座

晰予約システム,総合バンキング システム,生産管理システ

ムなどがその代表的なものである｡

第3.5世代のいま-一つの特徴は,コンピュータ システムの

タイム シェアリングによる利†‾口,いわゆるT S Sである｡⊃

以下,これらのコンピュータ利絹の動IrjJについて概観し､

また,それを支持するハードウェア及びソフトウェアの動向

を二拉近発表したHITAC Mシリーズに抹∴一丈を†ナわせて概説す

ることと したい｡

図1にコンピュータの利鞘形態の世代による変遷と,これ

を支持してきたH_､土製作所のソフトウェア及びハードウェア

技術の進展の概要を示した(*1)｡1司凶の世代及びシステムの∃寺

徽欄の斜線は業純によってこれらの変遷の時期が多少前後す

ることを示Lている｡また,通用業務と利用形態の欄に一例

として掲げた日本田有鉄道の擁席予約システム(以下,MAR

Sと略す)は,オンライン システムとして才覚が回では粒袖に

実用化されたもので,その収谷座席数の坪川口ぶりを見ただけ

でも､オンライン システムの急速な進展の跡がうかがえる.っ

なお本稿では,区=をはじめ,以下の説明に略語(ソフト

ウェアに関するものが人部分)が多数出てくるので,これら

を一一括して表1で簡単に説明した｡

凶 オンライン システム

2.1 オンライン システムの進展

我力寸田で最初に実用化されたオンライン システムは,L-1本

国有鉄道のMARSlOl(昭和39年)であろう｡次いで銀行の為

替交換,更に損金システムが実用化され,座席予約業務と令

融業務がオンラインの主力を占めてきた｡ニれは理由のない
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二とではない｡座帝はある時刻を過ぎれば価値のなくなる商

.与了-であり,また金融業では人什費節減の効果が特に大きいか

らである｡---･方,コンビュ【タ システムのコスト パフォー

マンスの急速なl〔-J_卜と,人件照の卜昇が刺7敦となって,節3

世代の巾ごろから製造業でのオンライン化が進行し,史に流

通業にこれが及んできた｡

図2(*2)は我が国のオンライン システムが昭和44-iF以降岬

加Lてきたこ状況を示す｡システム売価4,000万lユj以_卜の巾･

人形コンビュ…タの累計設置台数が飽不Ll与く昧であるのにもか

かわらず,オンライン システム数,あるいはこれに関係のあ

る端末袋帯数がいずれも年比とともに急激に岬えていること

が分かる｡

2.2 オンライン システムの高度化と多様化

生活水準の向_卜に伴い､データ量が急速に増大している一一

方,企業競争の激化により､いっそうだ引空なサービスグ〕手引共

が必要になり,情報処理,特にオンライン処理のより高J窒化

が要望されている｡

一方,企‾業の合併を含む産業の再編成,あるいは投融資,

商品流通などに什う縦,又は横方向の企業の結fナi一対係が進行

しているが,二のような企_業の系列化はカモ濃問の情報の共有

化,ひし-ては情報処frIもシステムの共用あるいは系列化,更に

その高度化を促すことになろう｡

令融関係について言えば,まず令融機関の大衆預金者屑へ

の食込み､消雪モー帯食融などのいわゆる大衆化路線の進展に伴

い､顧布サービスの向上のためにコンビュー一夕による処増を

総合的に行なうことが必要になってきた｡このため,ファイ

ルの統fナ化を11心にデー▲-一夕ベ【ス指向の考え方が採I)人れノ)

れている｡顧客サー,ビス向上についての例を挙げれば,自動

振替に什う【1垣の明細通知サービス,為替の振込入食通知サ

ービス,あるいは残高照会に対する応答サービス(日動古声

r*1)参考‾文献(1)中の回1を,苦界の許‾lけを子ミjて別姓転械Lたもので

ある亡｢

(*2)JECCコンピュータ /-ト(1975)のチータをもとにLて:ヤ器J:り与し

たものである｡
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q山勺
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注:本回申の英略号の説明は､表1参照

図l コンピュータ利用形態とHlTACでの支持技術の変遷 事後処理からオンライン処王里へ単【業

務から統合化への発展と支持技術の進展を示す.､

応答装置による)など,また現時点では制度上の問題がある

がPO Sシステムとの連係による支払サービスなどである｡

黄綬の支払サービスは.アメリカでは1974年5月ネブラスカ

州のスmパーマーケソトで試用され(2),以来EFTSと呼ばれ

て論議を醸しているが.銀行から50mile以内という制限で実

施を許されることになった(3)｡

このような各種サービスの増加がトラフィ ックを増大し,

システムの高度化を要求するだけではなく,金融機関和互の

競争激化は,金融機関の系列化と業務提携を含めたネットワ

ーク システムの出現につながり,システムのいっそうの高度

化を要求することとなろう｡

座席予約システムについても,プッシュホンによる音声応

2

答により,一周法家庭からでも直接予約を行なえるサービスが

実現され,またホテルの予約などを含めた総合サービスを指

向するなど,顧苓サービス強化のためのシステムの高度化が

進んでし-る｡

製造,拐己適業につし､ては,

(1)販売地域が全国的

(2)商品の種類が細分化していて多椎多様

(3)消費者の需要の動向が比較的短期間のうちに変化

などということのため,′ト売店別,品種別に注文から出荷ま

でを一貫処理できるシステム(オーダエントリ システム)の

確立が課題になっている｡また小売店への配送計画､入･出

庫業務あ無人化及び在庫管理を含めたシステムの統合化が進
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表l 匡=関連英略語表 図l中の実時語(主にソフトウェアに関するもの)を和文で簡単に説明した｡

No. 略 語 名 称
l内

容･用 途

l

No. L 略語
【

名 称 内 容･用 途
l

l

2

3

4

5

AD

ADM

BASIC

BMD

BMP

AL+10matedDes19rl

AdaptableDataMan叩e｢

lBiornedicalcompリーerprog｢al¶

B=10fMateri∂lProcessor

自動言貨計システム

中･大規模DBMS

会話処‡里用言語

統計用プログラム

ライフうリ

部品情報管理プログラム

127

Z8

29
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MIS

MPS

MSS

NCP

lN口OS

■ど謂言me｢1t仙｢matlOFl経営情報システム

ぎ諾ごat■Ca-P｢Oq｢amming数鰯十画システム

MassStor叩eSystem去冒進塁芸形大容量
NotworkCo11trO】Progr訓¶通信制御プログラム

NewDISkOperatl11gSyslemオペレーティングシステム

Operati11gSystem7オペレーティングシステム

PractlCa】D∂taMarlager小･中規模DBMS

6

7

8

9

10
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COBOL

DAM
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DBMS

Comr)Ute｢A■dedDes唱11

CommorlBusmessOrlented

+arlgUage

DlreCtAcc()SSMet110d

DataBase

自動設計システム

汎用言語(事務データ

処‡里用)

32Los7
ト

33ipDM
34PERT

35P+′/1

36POJS

ファイル アクセス方式 Prob【em Evalし+at10n a11d プロジェクト管‡里用

(直接編成) Revle＼〃TechnlqUe プログラム

データベース(DBMSの

データベース制御部分)

データベース管‡里システム

programrnけ-9Larlり岬Cl 墓豊貢露呈箭…タ
Dat∂ Base Mana〔】ement Program一丁lmgmOdulefor オンラインユーザープロ

Svstem 0rl-L】neSvstemS川〕POrt グラム支持用プログラム

ll
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DalaComnlu11jcat10∩
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Syste汀rMultL-StageOpc｢at】0_rlS

ElectronlCFundsTra11Sfer
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FRAMEdst｢uctu｢e∂na】ys】S

FORm山aTRANs】atLO11

データ通信(DBM訂元
データ通信制御部分)

37

38
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POS

PSR

RJE

SCORE

SELDAM

poi･1tOfSa-es 雷雲謁尖≡要旨慧Lた
オペレーティングシステム

回路解析プログラム

オペレーティングシステム

オペレーティングシステム

支払サービスシステム

構造角竿析プログラム

汎用言語(科学計算用)

数値制御用プログラム

計量経済プログラム

簡易言語

数壬里計画プログラム

数値解析プログラム

統計用プログラム

PartsStrし1CtureRetrleVal部品展開用プログラム

Renl()teJobEntl‾y 遠隔一括処玉里システム

Selec…eCOpYandREpo｢tデータベース用言語

…完冒言㌫VeDAtaM∂nageme｢-t情報検索即BMS
16

】了

18

19

20

21

22

23

24

25

26

EFTS

FRAME

FORTRAN

HAPT

HEAP

HEJP

HMPS

HNAP

HSAP

lSAM

MAFJOS

42

43

,44

45

46

E47

48

49

50

51

【

ト

S】MBOL

SIR

SVSAM

TCP

TCS

TDOS

TMS

TSS

VOS

VSAM

Sy--1帥fiedBus…eSSO｢ientedデータベース用簡易言語
+a叩uaqe

Solect=ノeln†0｢nlat】0nRet｢■eVal情報検索用プログラム
SyStem

SpeclalV什tU∂】Stor粥e ファイルアクセス方式(仮
AccessMcthod 想記憶ベースオンライン)

HltaChiAutomatically

P｢og｢ammedTooIs

オンライン用制御
T｢a=SaCt10｢1Cont｢oIP｢og｢am

プログラム

HitachlEc()rlOnlCt｢lCAnalysIS

P｢oq｢am

汎用オンライン制御
T｢arlSaCい0=Cont｢0】System

プログラム

HitachlE†fectiveLLb｢a｢y

fo｢P｢og｢amml｢1g

HitachiMathematlCalP｢09｢∂m

TapeDISkOperatlrlgSYSteT¶ オペレーティングシステム

Transact10nMa11agement 汎用オンライン制御

System System プログラム

HitachlNし+me｢lCalA11alysLS

P｢Og｢am

HitachiStatlStlCalAnalysjs

Progranl

Time-SharlngSystem 時分割会話形システム

芸㌶ニ+Sto｢ageOpe｢ati叩オペレーティングシステム

lndexed SequerltialAccoss ファイル アクセス方式 ∨什tしjalStorageAccess ファイル アクセス方式
Method (索引順編成)

MAterialFLowSlmUlator 工程管‡里シミュレータ

Method (仮想記憶ベース汎用)

倍

6

注:A二=オンラインシステム

B=端末装置

C=中･大形コンピュータ

44 45 46 47 48

年 度(昭和)

図2 我が国オンライン システム増加の状況 A,B,C共に各年

度末での累計設置数(昭和44年度末基準)を示す｡

んで'いる｡

一一方,地方公共団体を含む行政機関でも,社会経析活動の

拡大がもたらした都市公害,交通問題などに対処するため,

オンライン システムが必要不可欠な手段になってきた｡具体

的なシステム例としては,‾交通制御システムや,環境保全の

ための大気汚染観測システムなどがある｡また1攻J仔機関がも

つ異柿のコンピュータを結合し,処理能力と情報を共用する

ためのネットワークを形成することも一つの課題となっている｡

2.3 タイム シェアリング

不特定多数のユ【サーが--一一つのコンピュータ システムを端

末装置から共用するT S Sは,第2世代の末期から大学,研

†死所などで試みられ,今日では既に商業的にもなI)J二/ノてい

る｡

これらのタイム シェアリング専用のシステムは,もちろんオ

ンライン システムの一つであるが,ここに動向として採り上

げるのは2.1,2.2に述べたような-一般のオンライン システム,

あるいは通常は一括処理に使用されているシステムに､数fi

の端末装置を接続し,多くの場合は構内で科学技術計算,あ

るいは新しいプログラムのデバッグに使用するという利用法

である｡これらの科学技術計算,あるいはデバッグはシステ

ムの本来の目的であるオンライン処王璽や,一括処理にはなん

らの妨害も与えずに行なえるようにしておく必要がある｡



726 日立評論 VOL.5了 No_9(1975-9)

タイム シェアリングによるデバッグの必要惟は,2.2に述

べたようにオンライン システムでのサービスが多様化し,た

えず向上が望まれていることから当然である｡科学技術計算

のニーズは,造船などの車工業,建設業などに多い｡

なお,いわゆるTSS ではなく,端末装置から一括して入

力を与え,システムが暇なときに処理した出力を一括して受

け取るという RJEが利鞘される場合も多い｡二れもオンラ

インの一種と考えてよい｡

田 データベース

3.1 データベースとMIS

一括処手引こしてもオンライン処理にしても,コンピュータ

の利用ほ業務に応じて個々のシステム(例えば,給与計算シ

ステム,人事管理システム)を開発することによって行なわ

れてきた｡その後システムが大きくなり､周囲の条件が複雑

になるにつれて,正確なデータの維持,システム間にまたが

る情報の敏速な検索などが要求され,既に開発されている個

偶のシステムの統†ナが望まれるようになった｡このシステム

プランニングレベル

マネジリアルレベル 管理情報システム
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S
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図3 MISとデータベース MISを構成する三つのサブシステムとデー

タベース システムとの関連を示す一
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統合化のニーズに応じて,データベースという考え方が生ま

れ,更にいわゆるMISの方r帥二進展しつつある｡MISは

図3に示すように,階層をなす次の3サブシステムから構成

されると考えてよい｡すなわち,

(1)意思決定支援システム(プランニング レベル)

意思決定のためにシミュレーションなどの手段を開いて,

突発的,又は継続的に経営計画を作成する｡

(2)管理情報システム(マネジリアル レベル)

管理の的確化などのためにオペレーショナル レベル,又は

白レベル内のデータに三枝づき,管理資料を作成する｡

(3)業務処理システム(オペレーショナル レベル)

個別業務のデータを処理する｡

このようにMIS｢経営のすべての階層で,それぞれの業務

に必要な情報を,必要な時期に提供するための効率的な仕組

み+(4)であり,いずれのサブ システムにも必要情報を蓄える

ファイルとそれを取r)rHす手段が必要である｡

二れらを実現するために,ファイルの共有化,統合化を基

礎としたデータベtスと,それを管理するためのソフトウェ

アDI∋MSが用いられるようになった｡現時点では,オペレ

ーショナルなレベルでのファイル統や､によるメリットにとど

まっているケースが多いが,しだいに上位のマネジリアル レ

ベルやプランニングレベルでの効果が実現することになろう｡

3.2 データベースの例

図4にデータベースの一例として製造･流通業でのシステ

ムの統†ナをモデル的に示す｡受注,手配,在庫管理,Jl･1荷など

の個別ファイルを使用する個別業務システムを,DBMSによ

り統fナ化することによって,オペレーショナルなレベルでも,

従来支障の多かった仕様,納期の変更,緊急･受注,緊急出荷

の処理などが円滑に行なわれるようになる｡すなわち,それ

までは不可能に近かったマネジリアル レベルを含めて,同図

に*で示した種々のニーズにこたえることができるようになる｡

データベ【スの一つの目的が即時性にあるため,その効果

はオンラインと結びつくことによって著しく拡大されること

になる｡従って,最近のDI∋MSでは,同図にも示したよう

にデータ通信(DC)機能を組み込む傾向にある｡
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図4 データベースによるシステム統合の一例 製造業,流通業におけるDBMSによるシステム統合

の¶例を示す｡



【】 利用動向のソフトウェアによる支持

4.1 H‖‾AC 8000シリーズでの変遷

(1)オペレーティング システム

HITAC 8000シリーズ オペレーティ ング システムの変遷

は図1にホすとおりであるが,これにそれぞれの特徴､ある

いは主要な強化山を付記すると図5のようになる｡TDO S

以来オンライン システム支持が重点であったが,DOSにな

って本格的な支持を,EDOS,EDOS-MSOでその強化を行

なった｡なお,NDOSはHITAC8250専用の小形オペレーテ

ィング システム,OS 7は我が国最初の仮想記1怒方式を用い

たHITAC 8700/8800専用の大形オペレーティ ング システム

である｡EDOS-MSO,NDOS及びOS 7では,いずれ

もRJEを可能にしたこと,またO S 7では初めてTS Sの

本格的支持を行なっていることなども注目すべき点である｡

(2)オンライン ユーザー プログラムの支持

オンライン特有のめんどうな処理からユーザーを解放する

ための支持をDOS以来行なっているり その変遷を図6に示す｡

(3)データベース

デ【夕べースの支持はツMル的なSIRに始まり,専用言i譜

を使用するBMP,SELDAMなどを経て,COI∋OLをホス

1.オンライン実時間処理

●通信制御:MCP

2.ランダムアクセスファイル支持-

●ISAM/DAM

3.マルチ プログラム

1.大規模オンライン

●マルチタスク

●ファイル排他制御

●ユーザープログラムのリエント

ラント化

●MPP強化

●回線,ファイルの障害回復

●DXC支持

2､メモリ使用効率向上

●ロールイン/タウト

3.操伴性向上

●カタnグドプロンジャ

●キーインアウト シミュレー

ション
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ト言語とする大規模DBMSであるADMに至っている｡匡17

にこの状況を示した｡

4.2 Mシリーズ

以上のHITAC 8000シリーズ ソフトウェアで蓄積した技術

を基礎にして,Mシリーズ ソフトウェア,VOSl/VOS2/

VOS3を開発した｡利用の動向を支持するために,Mシリー

ズ ソフトウェアにもたせた機能を図8に示す｡図6に示した

ようにオンライン ユーザー 70ログラムを支持するための標

準パ､ソケージとして,8000シリーズでTMSを開発したが,こ

れだけでは融通件に欠けるうらみがあるため､Mシリーズで

はTC Sをこれに加えることとした｡データベースにつし､て

は,ホスト言語を使用するPDM,ADMのほかに,専用言語

によるPSR,SCOREを開発Lた｡

利用の動向から,図8に示すようにシステムの多様化に対

処するとともに,システムの移行を容易にすること,またソ

フトウェアでの自動担]復などの手段による信輔性の確保と,

ソフトウェアを含めたシステムのトータル スル【プ､ソトの向

上がますます貴賓になってきた｡図8には,これらのニーズ

に対応するMシリーズでのソフトウェア的支持を示してある｡

なお,将来の多様化に対応するため,VOSの構造は図9に

概念的に示すように融通件と拡弓削′1三のあるものにした｡

1.マルチジョアストリーム

2.ジョブの入･出力スタッキング

‾‾‾■-
3,ジョブの優先制御

4.課金/ロギング

5.コンソールディスプレイ

図5 HITAC 8000シリーズ オペレーティングシステムの変遷とそれぞれの特徴

らOS7までのオペレーティングシステムの発展の過程とその特徴を示す二.

(DOS)

1.イニシヤライニ材ターミネート

2.メッセージ入･出力管理

3.回線系誤り処理

4.メッセージ待合せ

5.ジャーナル取得

6,システム回復

シリーズ化

TDOSか

(DOS/EDOS/EDOS-MSO)

1.POしS200:′jい中規模用

2.POLS300:申･大規模用

3.POL岳400:高トラフイ･yク大規模用

区16 HITAC 8000シリーズでのオンライン ユーザー プロクうム支持の変遷 オンライン ユ

ーザー コントロール プログラムが発展してきた過程と,技術の特徴を示す｡

1.コア32KB支持

2.中･小規模オンライン

●大容量ディスク

●RJE/RESP

3.スプール制御強化

標 準 化

1.オンライン

●マルチステージ

●BCS

●RJE

●マルチコンソール

2.言 語

●PL/1

1.仮想記憶

2.マルチプロセッサ

3.TSS./RJE

4.RAS

(EDOS/EDOS-MSO/NDOS)
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(TDOS/DOS)

磁気テープベース情報検索

(DOS)

__..
1･ファイル一括集中管理

2.検索,更新

図7 HITAC8000シリーズでのデータベース管王里プログラ

ムの変遷 DBMSが発展Lてきた過程と,それぞれの特徴を示す｡

利用の
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区18 HITAC Mシリーズ

Mシリーズソフトウェア

オンライン処理磯能強化

:VmM,NCP

オンラインユーザー

プログラム支持

:TCS′′′TMS

オンライン専用ファイル

アクセス法:SVSAM

TSS.･/RJE支持

DBMS:

PDM/ADM

PSR/SCORE

融通性/拡張性のある

OS構造

HlTAC8000シリーズから

の移行手段

1.DOS/EDOSエミュレータ

乙EDOS--MSO on M

スループット向上

1.コンソールディスプレイ

2.多重ジョフ■

3.入･出力負荷バランス

マルチプロセッサ支持

RAS機能支持

1.障害装置切離し

2.障害記録

3.自動回復

4.オンライン保守

ソフトウェアによる

利用動向の支持 Mシリーズで実現してし､る,シス

テム多様化への対応,移行の容易性,トータル スルー

プットの向上,信頼性の向上などを示す｡

/

つ′

ユーザー

ク･

専用言語

(DOS/EDOS)

2.不特定突発的ニーズ対処

ホスト言語
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1.中規模D8MS

2.データのネットワーク構造

(EDOS-MSO)

1..大規模DE～MS

2.データの階層(ハイアラ】キ)構造

l a.運用環境の変化に対処

●観器構成

●ソフトウェア変更

4.システム評価管理情報

同 利用動向のハードウェアによる支持

5.1 中央処王里装置

ユーザ【ニーズに対応してソフトウェアでの機能を増せば,

そのオmバヘッドが増加する｡一方,システムとしてコスト

パフォーマンスの向上が要求されるので,ハードウェアに対

しては信相伴の向上とともに,トータル スループットの向上

が強く望まれることになる｡
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図9 VOSの構造概念図 システムの多様化に対応して.ユーザーインタフェース,マク

ロ インターフェース,ハードウェア インタフェースを明確にLた構造を示す｡
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高速バッファ
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命令実行速度の向上

マ ル チ

プロセッサ

マルチ プロ

セッサ機能
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システム資源の徹底的利用

プログラムの

時 間 管 理

リエントラント
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共 用
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タイマ横能 論理アドレス 記憶保護

ファイルの

動的割当て

チ ャ ネ ル
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図10 H｢｢AC Mシリーズでのトータル スループット向上の手段

卜wタル スループットが,ハードウェア.ソフトウェア両面の手長蔓により向上

Lていることを示す｡

(1)信根性の向上

HITAC8000シリーズでも,演算,レジスタ間転送時の云渋

り検出,メモリでの1ビット主誤り修jE,2ビット誤り検出な

どは一部行なっていたが,Mシリーズではこれを強化し,また

HITAC8350,HITAC8250などで実施して好結果を得たマ

イクロ診断方式.HITAC8700,HITAC8800で採用した爺

令再実行及び障害暗記≦緑の支持などを,Mシリーズでは全面的

に才末梢した｡

これらの方式的な向のほか､MシりMズでは論王埋ゲートの

集積度を,信根性,コストなどの観点から滋適に選ぶことに

よって部品点数をi成少し,しかも使用部品については全数の

試験とエージングを行なって吾β品面での努力を行なっている｡

(2) 卜Ⅶタル スループットの向上

トータル スループットの向上は,

(a)命令実行速度の向上

(b) チャネル スループットの向上

というハードウェアでの努力だけで達成できるものと,

(c) システム資源の徹底的利用

というソフトウェアの支持によって達成できるものとに分か

れる｡これらをMシリーズで実施している達成手段に分解し

て,図川に示す｡同図において実線で囲んだ箱の部分は,ハー

ドウェアの機能を使用したソフトウェアの支持である｡

5.2 通信制御装置

HITAC8000シリーズの通信制御装置,H-8668,H-8661

に代わって,MシリⅥズではプログラム記憶方式によるH-8662
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図Il川TACでの石造気ディスクの発展 HITAC8000シリーズ以来の

石炭気ティスク発展の経過と現状及び今後の動向を示すリ

を朋いることにした｡性能,機能の向_Lのほかに,利悶t由の

多様化に備えて,来秋性をもたせることが大きなねらいであ

る｡〕図8で触れているNCPは中央処理装置から送り込まれ

て,ニの装置で動作する満り御プログラムである｡

5.3 磁気ディスク装置

オンライン/デMタベ【スいずれにも不可欠なファイルとし

て磁1ミディ スク装置がある｡図11にHITAC8000シ■j【ズ以

来の磁乞(ディ スク発旋の跡と税二伏及び今後ク1動向を示す｡大

谷員:ファイルの将来については,

(1)IBM3850,あるいはCDC38500のような,いわいわるMSS

の進一歩

(2)Ⅰ8M3850MSSのカⅦトリ ッジが･呪在の磁乞‾もテープのよ

うな情報交換喋体になる可能性

(3)磁与(ディスクのし､つそうの進歩

などの安岡があり,予断は許されない｡

田 結 言

以上,コンピュータ利用の動向について述べ,それに対す

る支持のHITAC 8000シリーズでの変速と,Mシリーズ(昭

和49年11月M-180,昭和50年5月M¶170発表)での状況につ

し-て説1けjした｡

紙面の都合もあり,利用動向についてはオンライン,デー

タベースに限定し,他は割愛せぎるを得なかった｡
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